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ロボットの体中に貼りつけて、人

の皮膚と同じようにロボットのか

らだの表面に<触覚=触れる感覚>

をつけることに役立ちます。

ひ ふ おな

ひと

やくだ

ひょうめん しょっかく ふ かんかく

からだじゅう は

2014年度 日本機械学会賞(技術)受賞
（日本の先端科学技術の紹介）

『静電容量型フレキシブル触覚センサ』

８月７日は「機械の日」

　８月１日～７日は「機械週間」

人の皮膚感覚をもった

もっと人間に近いロボットを

独創的メカづくりが将来の日本を築く
にほんきかいがっかいしょう（ぎじゅつ）じゅしょうねんど

にほん せんたんかがくぎじゅつ しょうかい

きかい ひ

きかいしゅうかん

どくそうてき しょうらい にほん きず

せ い で ん よ う り ょ う が た

ひ ふ か ん か く

株式会社オーギャ

に ん げ ん

ひと

ちか

しょっかく

これは、このセンサーの活用方法のほんの一つの例です

未来の暮らしを想像して、

みんなもこのセンサーの活用方法を考えてみよう！

モノヲ
ハコンダリ
クミタテタリ
スルコトダケガ
シゴト。

なでられ
たよ♪

イテテっ!
ぶつかったよ

あぶないよ!

ぶつかっても

わからないから

ロボットが壊れ

やすくなる。

こわ

かつようほうほう ひと れい

み らい く そうぞう

かんが

さわられても
わからない

これからは

なぜ？ なにに？

人にもっと近いロボットをつくるた

めには、<触覚=触れる感覚>が必要。

そこで！

ひと ちか

しょっかく ふ かんかく ひつよう

今までの「触覚」センサはとても大きく、

ロボットの体中につけることが

できませんでした。

しょっかく おお

からだじゅう

とても薄いセンサが

必要になってくるのです。

うす

ひつよう

どんなことに役立つの？
やくだ

どうしてこの技術が必要なの？
ぎじゅつ ひつよう

この薄いセンサを

ロボットの 体中に貼ると

人間の皮膚のような

機能ができる！

からだじゅう は

にんげん ひ ふ

きのう

うすさわられても
わからない

スゴイ!

ココがスゴイぞ！この技術！
ぎじゅつ

とても薄い

腕や指のように、平たくない

ところにも貼ることができる

いろんな形のセン

サが簡単に作れる

少ない電気で動く

取りつけや交換も

かんたん

とても安く作れる

日本だけでなく

アメリカと中国でも特許を取得している

うす

うで ゆび ひら

は

かたち

かんたん つく

と こうかん

すく でんき うご やす つく

にほん

ちゅうごく とっきょ しゅとく

板野 弘道 水島 英吏子
いたの ひろみち みずしま えりこ

かつようほうほう

どんな強さで

ものをつまんでいるか

わかるようになる！

つよ

いままでのロボット

壊れにくい
こわ

力

こちらから押すと
押した強さがわかる

直径８ｍｍ
厚さ０．５ｍｍ

これが
センサだ！

たとえば指に貼ると…
ゆび は

いままでわからな

かった弱～い力や、

強すぎる力もわか

るようになる☆

つよ ちから

よわ ちから


